
５
月
よ
り
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
小
学

校
の
頃
か
ら
馬
術
を
や
っ

て
い
ま
す
。
武
道
に
関
し

て
は
、
全
く
未
経
験
で
す

が
武
道
館
ス
タ
ッ
フ
の
一

員
と
し
て
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
様
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
か
ら
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
武

道

専
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

若
さ
を
生
か
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
の
社
会
人
な
の
で

勉
強
す
る
こ
と
は
多
々
あ

る
の
で
す
が
、
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

５
月
１
日
（
日
に
鳥
取
県
武
術
太
極
拳
指
導

者
養
成
講
習
会(

自
主
事
業)

を
開
催
し
ま
し

た
。講
師
に
は
、
福
田
厚
子
先
生
（
岡
山
県
武

術
太
極
拳
連
盟
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
講
師
）
を

招
い
て
鳥
取
県
の
武
術
太
極
拳
指
導
者
を
養

成
す
る
た
め
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
技
能
・
知
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
並
び
に
指
導
の
た
め
の
技
能
の
習
得
を
目

指
す
こ
と
を
目
標
に
指
導
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
受
講
生
は
、
普
段
の
稽
古
と

ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

５
月
14
日(

土)

・
５
月
15
日(

日)

に
財
団

法
人
日
本
武
道
館
と
の
共
催
事
業
で
行
わ
れ

る
鳥
取
県
地
域
社
会
柔
道
指
導
者
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

中
央
講
師
と
し
て
鮫
島
元
成
先
生(

七
段)

、

楢
崎
教
子
先
生(

五
段)

を
迎
え
て
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
中
学

校
武
道
必
修
化
に
向
け
て
、
柔
道
の
特
性
を

理
解
し
、
指
導
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

初
心
者
へ
の
柔
道
指
導
及
び
安
全
な
指
導
を

目
的
に
お
い
て
指
導
が
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
中
学
校
の
先
生
方
や

高
校
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
武
道

必
修
化
に
向
け
て
の
先
生
方
の
学
ぶ
姿
勢
は

と
て
も
真
剣
で
、
意
義
の
あ
る
研
修
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

※
裏
面
へ
つ
づ
く
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剣
道
教
室
は
現
在
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま

で
の
年
代
で
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
は
午

後
６
時
か
ら
午
後
７
時
半
の
時
間
帯
で
行
っ

て
お
り
、
初
心
者
の
子
ど
も
達
の
グ
ル
ー
プ

と
小
さ
い
頃
か
ら
剣
道
を
つ
づ
け
て
い
て
防

具
を
つ
け
て
い
る
経
験
者
の
子
ど
も
達
の
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
初

心
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
礼
義
作
法
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
す
り
足
や
素
振
り
と
い
っ
た
基

本
的
な
こ
と
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
剣

道
の
す
り
足
は
他
の
運
動
競
技
と
は
違
っ
た

動
作
な
の
で
初
め
て
剣
道
を
す
る
子
ど
も
達

は
慣
れ
る
の
に
は
時
間
が
か
か
り
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。

防
具
を
つ
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
切

り
返
し
や
面
打
ち
、
小
手
打
ち
な
ど
の
基
本

打
ち
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室

で
は
、
基
本
打
ち
を
重
視
し
て
正
し
い
剣
道

を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
は
、
午
後
８
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。
１
時
間
と
い
う
短
い
時
間

で
す
が
そ
の
中
で
こ
ち
ら
も
小
学
生
と
同
様

に
基
本
を
重
視
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

礼
儀
作
法
を
教
え
て
挨
拶
や
返
事
、
敬
語
と

い
っ
た
将
来
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
こ

と
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

○
ご

感

想

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
親
切
心
に
、
い
つ
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
専
用
利
用
申
し
込
み
書

の
様
式
が
複
写
式
と
ま
し
た
。

電
話
で
予
約
を
と
っ
て
頂
い
て
当

日
申
込
書
を
書
い
て
い
た
だ
く
形
に

な
り
ま
す
。
基
本
的
に
、
一
日
の
利

用
に
つ
き
、
一
枚
申
込
書
を
出
し
て

い
た
だ
く
形
に
な
り
ま
す
。

利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て
便
利
な

や
り
方
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ご
理

解
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
武
道
館
ス
タ
ッ
フ
に
ご
遠
慮
な
く

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

3
（
日
）
境
港
市
民
総
体
（
空
手
道
競
技
）

少
林
寺
拳
法
連
盟
武
道
専
門
コ
ー
ス
・
昇
級
考
試

9
（
土
）
〜
10
日
（
日
）
中
国
五
県
な
ぎ
な
た
審
判
研
修
会

10
（
日
）
第
37
回
鳥
取
県
銃
剣
道
選
手
権
大
会
兼
国
体
予
選
会

16
（
土
）
〜
17
（
日
）
鳥
取
県
地
方
青
少
年
銃
剣
道
錬
成
大
会

18
（
月
）
鳥
取
県
剣
道
連
盟
西
部
地
区
段
・
級
位
審
査
会

23
（
土
）
鳥
取
県
中
学
校
総
体
（
剣
道
・
柔
道
）

24
（
日
）
鳥
取
県
剣
道
選
手
権
・
居
合
道
選
手
権

鳥
取
県
中
学
校
総
体
（
柔
道
競
技
）

鳥
取
県
遠
的
選
手
権
大
会

・
全
日
本
遠
的
選
手
権
大
会
県
予
選

31
（
日
）
第
2
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

「
流
心
杯
」
空
手
道
選
手
権
大
会

6
（
土
）
〜
8
（
月
）
大
阪
電
気
通
信
大
学
柔
道
部
合
宿

6
（
土
）
〜
7
（
日
）
鳥
取
大
学
医
学
部
合
気
道
部
合
宿

8
（
月
）
〜
13
（
土
）
洛
陽
総
合
高
等
学
校
空
手
道
部
合
宿

17
（
水
）
〜
20
（
土
）
第
7
回
西
日
本
看
護
学
生
弓
道
大
会

17
（
水
）
〜
21
（
日
）
京
都
産
業
大
学
日
本
拳
法
部
夏
季
合
宿

28
（
日
）
〜
31
（
水
）
滋
賀
県
立
大
学
弓
道
部
合
宿
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